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に本稿で着目する東海地域の「定住者」は全国の 4割近くを占め（図表 3－ 3）、
登録数では 1990 年から 2005 年の 15 年間で 4.89 倍に増加している。
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の実習期間は 1年間であったが、1997 年に 2年間の実習が認められるように
なり、研修期間と合わせ 3年間の滞在が可能となった。
　またこの間、1989 年入管法改正時には、研修生を受け入れることができる
企業は従業員 50 人以上に限られ、日本人従業員 20 人当たり研修生 1人の割

































































































加した（図表 5－ 1－ 1）。すなわち、1948 年に 66 万人であった外国人登録
人口は、1970 年に 70 万台になり、1982 年に 80 万人を突破した後、90万台





の 69 万人をピークに減少に向かった。逆に「ブラジル」は、1989 年に 1万
人台に達して激増が始まり（図表 5－ 1－ 2）、1990 年に 5万人台、1991 年
に 11 万人台と、1990 年以降の増加が目覚しい。しかし、その増加数は縮小
傾向にある（図表 5－ 1－ 2）。同様に「中国」は、1971 年に 5万人となっ
てピークを迎えた後、一時減少に向かっていたが、1973 年をボトムに増加に
転じ、1979 年に再び 5万人台となり、1983 年に 6万人台、1985 年に 7万人
台、1986 年に 8万人台と増勢を強め、1988 年に一挙に 12 万人台となった。
1984 年以降、増加数は 5,000 人を越えている（図表 5－ 1 － 2）。その後、
1993年に 20万人台を超え、2000年に 30万人台、2002年に 40万人台を超え、
2005 年には 50 万人台を突破して、減少傾向にある「韓国、朝鮮」に肩を並
べる勢いにあり、その増加数は現在もなお大きい（図表 5－ 1－ 2）。以上の
結果、1985 年までは「韓国、朝鮮」が外国人総数の 80％以上を占めていたが、











り 1986 年と 2005 年で比較する。まず 1986 年時点では、「ブラジル」の外国
人登録人口は日本全国で 2,135 人であり、都道府県別では各県ともほぼゼロ
に近い。中国人は、東京都が 30,459 人、次いで兵庫県 9,436 人、大阪府 9,435
人であり、神奈川県が 7,819 人と続き、東海 4県で最多の愛知県は第 7位の
2,079 人であった（図表 5－ 2 － 1）。人口 1万人当たりでみると、東京都、
兵庫県、大阪府、神奈川県に次いで、沖縄県が多い。
　2005 年時点では、以上の様相が一変する。「ブラジル」が最多の県は愛知




東京都が 120,028 人と圧倒的に多い。第 2位は、大阪府の 41,104 人であり、











䇭ᵈ䋩ᄖ࿖ੱ⊓㍳ੱญ䉕ផ⸘ੱญ䈪ഀ䈦䈢ᢙ୯䈪䈅䉎䇯䇸࿷⇐ᄖ࿖ੱ⛔⸘䇹䈲ᐕᧃ⃻࿷䇮䇸ផ⸘ੱญ䇹䈲䋱䋰᦬䋱ᣣ⃻࿷䇯䇭⾗ᢱ䋩ᴺോ⋭౉࿖▤ℂዪ䇸࿷⇐ᄖ࿖ੱ⛔⸘䇹䇮✚ോ⋭⛔⸘ዪ䇸ផ⸘ੱญ䇹࿑⴫䋵䋭䋲䋭䋲䇭ㇺ㆏ᐭ⋵೎䈱ਛ࿖ੱੱญ䈫䊑䊤䉳䊦ੱੱญ䋨ੱญ䋱ਁੱᒰ䈢䉍䇮䋱䋹䋸䋶ᐕ䋩㪇㪅㪇㪇㪌㪅㪇㪇㪈㪇㪅㪇㪇㪈㪌㪅㪇㪇㪉㪇㪅㪇㪇㪉㪌㪅㪇㪇㪊㪇㪅㪇㪇 ർᶏ㆏ 㕍᫪⋵ ጤᚻ⋵ ችၔ⋵ ⑺↰⋵ ጊᒻ⋵ ⑔ፉ⋵ ⨙ၔ⋵ ᩔᧁ⋵ ⟲㚍⋵ ၯ₹⋵ ජ⪲⋵ ᧲੩ㇺ ␹ᄹᎹ ᣂẟ⋵ ንጊ⋵ ⍹Ꮉ⋵ ⑔੗⋵ ጊ᪸⋵ 㐳㊁⋵ ጘ㒂⋵ 㕒ጟ⋵ ᗲ⍮⋵ ਃ㊀⋵ ṑ⾐⋵ ੩ㇺᐭ ᄢ㒋ᐭ ౓ᐶ⋵ ᄹ⦟⋵ ๺᱌ጊ 㠽ข⋵ ፉᩮ⋵ ጟጊ⋵ ᐢፉ⋵ ጊญ⋵ ᓼፉ⋵ 㚅Ꮉ⋵ ᗲᇫ⋵ 㜞⍮⋵ ⑔ጟ⋵ ૒⾐⋵ 㐳ፒ⋵ ᾢᧄ⋵ ᄢಽ⋵ ችፒ⋵ 㣮ఽፉ ᴒ✽⋵ੱ ਛ࿖ੱ 䊑䊤䉳䊦ੱ䇭⾗ᢱ䋩ᴺോ⋭౉࿖▤ℂዪ䇸࿷⇐ᄖ࿖ੱ⛔⸘䇹࿑⴫䋵䋭䋳䋭䋱䇭ㇺ㆏ᐭ⋵೎䈱ਛ࿖ੱੱญ䈫䊑䊤䉳䊦ੱੱญ䋨ታᢙ䇮䋲䋰䋰䋵ᐕ䋩㪇㪉㪌㪃㪇㪇㪇㪌㪇㪃㪇㪇㪇㪎㪌㪃㪇㪇㪇㪈㪇㪇㪃㪇㪇㪇㪈㪉㪌㪃㪇㪇㪇 ർᶏ㆏ 㕍᫪⋵ ጤᚻ⋵ ችၔ⋵ ⑺↰⋵ ጊᒻ⋵ ⑔ፉ⋵ ⨙ၔ⋵ ᩔᧁ⋵ ⟲㚍⋵ ၯ₹⋵ ජ⪲⋵ ᧲੩ㇺ ␹ᄹᎹ ᣂẟ⋵ ንጊ⋵ ⍹Ꮉ⋵ ⑔੗⋵ ጊ᪸⋵ 㐳㊁⋵ ጘ㒂⋵ 㕒ጟ⋵ ᗲ⍮⋵ ਃ㊀⋵ ṑ⾐⋵ ੩ㇺᐭ ᄢ㒋ᐭ ౓ᐶ⋵ ᄹ⦟⋵ ๺᱌ጊ 㠽ข⋵ ፉᩮ⋵ ጟጊ⋵ ᐢፉ⋵ ጊญ⋵ ᓼፉ⋵ 㚅Ꮉ⋵ ᗲᇫ⋵ 㜞⍮⋵ ⑔ጟ⋵ ૒⾐⋵ 㐳ፒ⋵ ᾢᧄ⋵ ᄢಽ⋵ ችፒ⋵ 㣮ఽፉ ᴒ✽⋵ੱ ਛ࿖ੱ 䊑䊤䉳䊦ੱ䇭ᵈ䋩ᄖ࿖ੱ⊓㍳ੱญ䉕࿖൓⺞ᩏੱญ䈪ഀ䈦䈢ᢙ୯䈪䈅䉎䇯䇸࿷⇐ᄖ࿖ੱ⛔⸘䇹䈲ᐕᧃ⃻࿷䇮䇸࿖൓⺞ᩏ䇹䈲䋱䋰᦬䋱ᣣ⃻࿷䇯䇭⾗ᢱ䋩ᴺോ⋭౉࿖▤ℂዪ䇸࿷⇐ᄖ࿖ੱ⛔⸘䇹䇮✚ോ⋭⛔⸘ዪ䇸࿖൓⺞ᩏ䇹࿑⴫䋵䋭䋳䋭䋲䇭ㇺ㆏ᐭ⋵೎䈱ਛ࿖ੱੱญ䈫䊑䊤䉳䊦ੱੱญ䋨ੱญ䋱ਁੱᒰ䈢䉍䇮䋲䋰䋰䋵ᐕ䋩㪇㪅㪇㪉㪌㪅㪇㪌㪇㪅㪇㪎㪌㪅㪇㪈㪇㪇㪅㪇㪈㪉㪌㪅㪇㪈㪌㪇㪅㪇 ർᶏ㆏ 㕍᫪⋵ ጤᚻ⋵ ችၔ⋵ ⑺↰⋵ ጊᒻ⋵ ⑔ፉ⋵ ⨙ၔ⋵ ᩔᧁ⋵ ⟲㚍⋵ ၯ₹⋵ ජ⪲⋵ ᧲੩ㇺ ␹ᄹᎹ ᣂẟ⋵ ንጊ⋵ ⍹Ꮉ⋵ ⑔੗⋵ ጊ᪸⋵ 㐳㊁⋵ ጘ㒂⋵ 㕒ጟ⋵ ᗲ⍮⋵ ਃ㊀⋵ ṑ⾐⋵ ੩ㇺᐭ ᄢ㒋ᐭ ౓ᐶ⋵ ᄹ⦟⋵ ๺᱌ጊ 㠽ข⋵ ፉᩮ⋵ ጟጊ⋵ ᐢፉ⋵ ጊญ⋵ ᓼፉ⋵ 㚅Ꮉ⋵ ᗲᇫ⋵ 㜞⍮⋵ ⑔ጟ⋵ ૒⾐⋵ 㐳ፒ⋵ ᾢᧄ⋵ ᄢಽ⋵ ችፒ⋵ 㣮ఽፉ ᴒ✽⋵ੱ ਛ࿖ੱ 䊑䊤䉳䊦ੱ




の増加の状況をみると（図表 5－ 4）、1986 年では両国とも居住者は少なく、
2005 年人口はこの 20 年間に増加した人口であることが明確である。すなわ
ち、東海 4県の 2005 年人口は両国ともほぼニューカマーで占められており、
2005 年人口の特徴はニューカマーの特徴を示すといえる。
　また東海 4県の外国人を含む 2005 年人口の割合は 11.8％であるが、「ブラ
ジル」の全国シェアは 52.6％と極めて高く（図表 5－ 4）、東海 4県は「ブラ
ジル」の分析をするのに最適な地域であることが明確である。また、「中国」
の全国シェアは 11.9％と総人口とほぼ同じであるが、岐阜県が人口当たりで
第 2位、愛知県が第 10 位と高い数値となっている（図表 5－ 3－ 2）。以上
のように、東海 4県は、日系ブラジル人、中国人の流入の特徴を比較・検討
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　次節以降の分析の参考として、外国人登録人口と国勢調査人口の比較を図
表 5－ 5に示す。外国人登録人口が国勢調査人口より多い現象は 1955 年から
2005年で継続しているが、両者の数値の乖離は、増大傾向にあり、2005年に「中






























100 人につき男）を比較すると、東海４県で「中国」は 66.5 であるのに対し、「ブ
ラジル」は 124.2 とほぼ倍の差異がある。「ブラジル」は 4県での差異が小さ







割合が著しく高いことである（図表 6－ 2から図表 6－ 4）。両国共に高賃金
を求めて、若年層が日本に流入してきている姿が推測される（労働力状態につ
いては、本節第 3項で考察する）。これは、「中国」で一層著しく、特に岐阜県（図







































口の 6.0％と比較しても低い。三重県が 5.7％と高く、静岡県は 4.2％と低い。
　「中国」は、県別の差異が大きい。東海 4県の男の労働力割合は 76.9％であ
るが、愛知県は 73.8％と低かった。これは通学が 17.4％と高いためであるが、











が 28,427 人、「ブラジル」が 73,511 人である。
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状況報告制度の改正（筆者注：2007 年 10 月に実施済み）が行われると集計
結果の内容が大きく変貌する可能性がある」と指摘されている。
（2）直接雇用の外国人労働者の入職、離職状況をみると、調査日から過去 1





衣服・その他の繊維製品製造などが多かった（2007 年 3 月 21 日付け岐阜新
聞）。静岡県調査では、「特定活動」（技能実習生）は 1,860 人であり直接雇用
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町村の対応コストは総額ベースで一人当たり 56,164 円となり、都道府県負担









































が 3,109 人であり、以下、広島県の 2,382 人、愛知県の 2,615 人と続く（図
表9―4）。入国する研修生全体の7割近くを中国出身が占める傾向を反映して、
各県における研修生も中国出身が多い。在留外国人統計によれば、岐阜県に「研
修」資格登録者として滞在する外国人は 3,588 人（図表 9― 1）、うち中国人
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ぎなかったが、2004 年には 95 組合に増加している（同中央会によれば、現
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在は 130 組合を超えている）。うち約 73％が「衣服、その他の繊維製品製造業」
の組合であり、やはり圧倒的に繊維関係が多い。送り出し国は中国、その多く
が江蘇省からである。中央会傘下の組合は１組合につき 6社から 10 社で構成

























　一方、技能実習生への支給賃金（基本給）は 2005 年度平均で 11.8 万円で
あるが、一部 15 万円以上という例もある。やはり JITCO が行ったアンケー
ト調査によれば、手当て等を含む支払い賃金は平均で 16.4 万円（男性平均













て 32,258 人（浜松市調べ、2007年 4月 1日現在）となっている（図表 9― 7）。





















丹野 [2003] が命名した ｢ピンポイント移住 ｣（ある特定の地域から、就労先
である受入れ国市町村への移住を指す）である。今回の調査対象の 6割が斡
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34.5％が 11 ヶ月未満、20.3％が 1年程度であるという調査結果が出ている。










11,000 世帯（2007 年 3 月末現在）あるため、3億 3 千万円が毎月ブラジル
に送金されていることになる。OECD[2005] によれば、2002 年ブラジルが海


































































持ち家に居住する日系人はこれまで 1～ 2％であったが、2007 年にはマンショ


















































加するであろう。日本生まれの日系 3世は、いわば定住者の 2世であり、第 9
節で指摘したように日本を母国として育っている多くの子供本人が、結果的に
日本に定住する選択肢しか持たないとすれば、その子供自身こそが定住者とな
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